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　土田きよみさんは、演劇の専門家として、新市民会館の設

計は中途半端で魅力にとぼしく使いにくい、まちの活性化に

も役立たない、と鋭く追及してきました。自ら演じたピーター

パンのように、元気いっぱいでやさしくて正義感にあふれる

土田さん。税金の無駄遣いをやめさせ、老朽化した小中学校

の改修、給食費の無料化、デマンドタクシー、感染症対策の

充実など市民のための市政を実現するため、市議会に欠かせ

ない存在です。

　演劇者として全国を周り、たくさんの人の心に触れあった経

験は、人を差別せず、いつも真っすぐに社会正義と市民の困難

に向き合う土田さんの姿になっています。だからこそ、無実の

罪と闘った私のような者を支援してくれたのだと思います。

　政治は弱い者のためにこそあるべきです。いつも弱い者の立

場で行動する土田さんこそ、水戸市議会議員に相応しい人です。

ぜひ皆さんのご支援をお願い致します。

　「つーこ先輩」（水戸一高テニス部で）が水戸市議会という舞台

に参加して８年がたとうとしています。常に市民の目線にたっ

て奮闘されていることは皆さんよくご存じの通りです。長く続

くコロナ禍や「新しい戦前」とまで言われる不穏な情勢下ですが、

つーこ先輩が引き続きいのちと生活、平和を大事にする水戸市政

に、大きな役割を果たされることを心から期待します。一緒に

頑張りましょう！

市議として相応しい人

常に市民の目線にたって

市議会に欠かせない存在 土田きよみさんのあゆみ・ねがい

 土田きよみさんは、平和や人権を守

る活動に熱心に取り組む両親のもと

で、５歳下の弟と元気いっぱい成長。

沖縄返還デモや平和集会にいつも連れ

られ、物心ついたころには〝平和と平

等こそ一番大切〟という思いが体の中

に根づいていました。

　きよみさんは、差別や理不尽な圧力

を見過ごすことができず、果敢に立ち

　主な活動は東京での本公演

と地方の学校公演。学校公演

では、子どもたちの笑顔や歓

声を活力に、足かけ１６年、

ピーター・パン役を演じ、全

国を駆け巡りました。

　その後、仲間と演劇集団を

立ち上げ、前記「布川事件」

の演劇公演となります。

 　土田きよみさんは、住民

の声をしっかり受けとめ、

議会のたびに市の姿勢をき

びしく追及してきました。

きちんと調査、準備をして

臨む説得力のある質問に、

傍聴席も議場もうなずき聞

き入ります。利権政治が目

 　戦後７８年、一人の戦死者も出

さなかった日本、平和憲法の力です。

大切な憲法が、利権にまみれた愚か

な人たちに踏みにじられようとして

向かう子どもでした。中学生の

時にはえん罪だった「財田川事

件」再審開始決定についての思

いを「少年の主張」茨城県大会

で発表しました。演劇の道に進

んでから、茨城のえん罪「布川

事件」の桜井昌司さんと出会い、

再審開始にむけて芝居をつくり、

公演しました。

にあまる市議会で、一貫して〝市民のための市政〟をめざ

して奮闘してきました。

　また、議会のたびに、地域の皆さんに議会報告をし、市政

の実態を伝え続けています。

生き方の原点は
２期８年の議会活動

今こそ憲法を！

演劇活動27年

平和と平等こそ大切

ミュージカルで
　　ピーター・パンを演じて

力強く確かな声が議場に

ぼくもわたしも

戦争はきらいです。

『じゅすてぃす～明日に向か

って』ひたちなか公演（右端）

岩手公演で（前列中央）

「議会報告のつどい」で

子育て世代とのトーク
イベントで（中央）

地域のみなさんと
一幕劇『ケンポーくん』
（土田きよみさんを励ます

つどいで）

（２歳半ごろ）

います。力をあわせて守り抜き、

憲法を私たちの生活に生かして

いかなければなりません。

子どもたちに、平和で希望のも

てる社会を手渡したい、その思い

で土田きよみさんは走り続けます。

きよみきよみ

歌って踊って演
じて…
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質問は説得力抜群です強くやさしい
信念で

日本共産党県副委員長・元県議茨城県議会議員

大内くみ子江尻  かな

　自分が生まれ育った水戸を、暮らし

やすく、子どもがのびのび育つまちに

したいと奮闘する土田さん。その根っ

こにあるのは、人権と平等、平和が何

より大事という強くてやさしい信念で

す。ぜひ市議会に押し上げてください。

　巨大な市民会館見直しや、小学校プー

ル廃止に反対、原発再稼働させない―

―土田さんの質問は、市民にやさしく、

権力者に厳しく説得力抜群です。なく

てはならない議員です。土田さん必勝

にお力をよせください。
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９
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日本共産党議員団の現地調査で

被害の実態を伝える土田きよみ

市議（左から３人目）

老朽化した開放学級

施設の実態を示し改善

を求める

オセロ世界大会で みとちゃんと

県内地方議員と
共に日本原電を
視察・交渉

再稼働やめよと
宣伝行動
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